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1 ．
　大学へ入学して専攻としての中国語を学ぶ場合に，複数の授業で扱う複数の教材によって入門
し，異なる教材の記述と異なる教員の説明に沿って学習するために，とりわけ文法事項について
は，学習者の知識としての体系化が難しい。
　これに対処するための方法の一つとして，ハイパーリンクを利用して，既習事項や関連事項を
参照しながらの学習方法を考えていたが，試行錯誤の結果，現時点で一通りの全体の見通しがで
きたこともあり，どのような体系として実施していくかを本稿で簡単にまとめておきたい。
　ここで扱う内容について，筆者の担当範囲では，学科生の学習機会としては，大きく分けて二
通りにまとめられる。
　一つは学習者が初歩の授業で初めて各学習事項に触れる場合，もう一つは初歩段階を過ぎてか
ら，再度，学習した事項を使う場合である。
　前者については，中国語では，ごく基本的な事項など（例：人称代名詞）一部を除いては，各
事項の出現順に必然性があるわけではなく，各テキストの構成次第でランダムに扱われるのが一
般的である。後者については，筆者の担当範囲の文法等に関する授業では，関連した事項をある
程度まとめて扱うことになる。
2 ．
　初歩段階での状況は以下の通りである。
 「1．」で述べたように，各課にランダムに現れる文法事項について，プレゼンテーションを
使って説明した上で，使用したプレゼンテーションファイルはネットワーク上で参照できるよう
にしている（例：図1，2）。各課の内容を一通り終えた後で，定着させたい文型については，図
3のようなパターン練習図解を示して説明した上で，図4のような入力によるドリルを実施して
いる。
　今回，これに更にeラーニングによるドリルを追加しようと試みている。この部分は，まだ試
行段階で，実際の授業での実施に至ってはいないが，作成中のものは図5のような形式にしてお
り，図4の入力による回答に連動するものである。
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　ドリルを実施する際には，間違えた場合に（間違いの回数は設定可能），図6のように「ヒント」
としてリンクが現れ，図1，2に示したような元の説明部分が参照できる形にしている。
図1
図2
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図3
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図6
図5
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　なお，eラーニングドリル（例：図5，6，及び後述の図13，14，15に当たる部分）作成に利
用しているのは，学内で利用可能なeラーニングシステムの内，多言語対応の「SMART-HTML」
である。
3 ．
　初歩段階を過ぎた場合（2年次以上の配当の科目）については，以下のようにしている。
　2年次以上の学習者について，中国語文法の知識と使いこなす能力は，各人の知識の範囲とレ
ベルの点でかなりの相違がある。また一方では，初歩の学習者に比べて，中国語の文法ルールが
どのようなものかということがある程度体得されつつある，という共通点もある。
　そこでこの段階の学習者には，図7のような，中級レベル程度までに要求される文法事項の体
系化したもの全体を提示し，随時参照できるようにしている。これは以前，原田（2006）（「中国
語文型リスト」『名古屋学院大学論集　人文・社会科学篇』43巻2号）でまとめたものを基に，
中級レベルに必要な項目を追加して全体の分類をまとめ直したものをWebページとし，目次の
リンク（図8）や関連事項間のリンクを付け，さらに授業内で利用している文型毎のまとめのプ
レゼンテーションファイル（例：図9，10）も該当箇所のリンクから参照できるようにしたもの
である（例：図11）。意味参照が必要な例文や語句については，マウスポインタを当てることに
よってポップアップで意味が現れる形のリンクにしている（例：図11内のポップアップウィン
ドウ部分）。
　学習者の作業としては，通常の紙媒体のドリル以外に，コンピュータを利用するものとして
図12のようなリンク参照（該当項目のブックマーク部分が現れる）を付けたもの，及び「2．」
と同様のeラーニングシステムを利用したドリルを作成している。（例：図13，14，15。間違え
た場合に，「ヒント」で参照リンクが現れる設定は，「2．」と同様。）この場合，「2．」よりも更に
図7
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広い範囲に渡ってのドリルとなり，ハイパーリンクによる参照の必要性が増すと予測されるが，
「2．」，「3．」とも，eラーニングドリルの実施状况については，稿を改めて論じたい。
図8
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図12
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